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この道しるべは、安政4年(1857)に、吉山東兵衛英義に

よって建てられました。
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また、麗神社らの燒菌には、］且改 酋量ゃ鍮嘗螢のぉ呈
：ずか ぶんめいねんかんこひ やくしせきしてんこんせ呑し
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克文明年間は、 1469年から1486年の17年間で、ぢの
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天満宮の境内には、風浪神社・八百万神社・小烏神社・贋m
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神社があリます。風浪神社は少童神を祀っています。 少童神は
かいよう ッゆさい かみ かいじょうちん＇，， かみ
海洋を主宰する神であリ、海上鎮護の神です。
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石碑には、二面にわたって文字が書かれています。

げんざ＞ヽみち ふくI!'._セ
現在の道しるべは、復冗されたものです。


